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みよしの公園
・竣工 平成19年4月

・改修実施設計 平成16年度

・面積： 約2500㎡

・住所：埼玉県川越市
・事業主：川越市

練馬区では、老朽住宅が密集し、公共施設の未整備により、良好な住宅の供給と住環境の改善が必要な地区において
「練馬区密集住宅市街地整備促進事業」を実施し、老朽住宅の密集等の立替促進、良好な住宅の整備を図り、災害に
強いまちづくりが進められている。そらしど緑地はその事業の一環として新規に整備が行われました。
整備の方針はアンケート調査を行い住民の希望に沿った整備を行いました。特に多くの人が望んでいた自然とのふれ
あい、散歩をする、庭のような広場といった希望をとりいれてプランを作成しました。
日常の生活の中で草花を中心とした小さな自然を楽しんでもらうための散策型、地域の庭となりました。

自治会で桜を記念植樹自治会で桜を記念植樹

川越市立川越市立

　周辺の住宅地の開発から30年以上経過し、高齢者の増加した地域の要望を受けて、
市民と行政が話し合いを重ね、これまでの子供対象の公園から様々な世代の利用できる
広場としてリニューアルしました。段差が多く分断されていた広場をスロープで、
接続し一体感のある公園になりました。
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音楽のまちのシンボルとなる時計台

二期整備の広場(防災トイレ、かまどベンチ)

お祭り、ボール遊びなどに使われている多目的広場お祭り、ボール遊びなどに使われている多目的広場

ボール遊びの行える多目的広場とは分けて設けた健康遊具のある遊具広場ボール遊びの行える多目的広場とは分けて設けた健康遊具のある遊具広場

住宅密集地内に貴重な武蔵野の面影を残すケヤキ、エノキ、コナラ、
クヌギなどの既存の樹木は活かし景観の骨格としました。
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